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青森県と岩手県の県境に捨てられた産業廃棄物について
あおもりけん い わ て け ん けんざかい す さんぎょうはいきぶつ

■ごみの処分（しまつ）
しょぶん

ごみは、家庭から出るごみ
か て い で

(一般廃棄物)と 工場 などで
いっぱん は い き ぶつ こうじょう

製品をつくるときなどに出るご
せいひん で

み(産業廃棄物)に分けられま
さんぎょうはいきぶつ わ

す。

産業廃棄物は、自然やわたし
さんぎょうはいきぶつ し ぜ ん

たちの生活に悪い 影響 がない
せいかつ わる えいきょう

ように、許可を受けた会社が集
き ょ か う かいしゃ あつ

めて運び、許可を受けた会社が
はこ き ょ か う かいしゃ

決められた場所で燃やしたり埋
き ば し ょ も う

め立てたり再利用できるものを
た さいりよう

回収 するなど、きまりを守っ
かいしゅう まも

て、きちんとしまつしなければ

なりません。 （環境副読本 「まもろう みんなの地球 わたしたちのふるさと」 より）

■ごみが捨てられた場所
す ば し ょ

ところが、そのきまりが守られずに、たくさんの産業廃棄物が捨てられてしまいまし
まも さんぎょうはいきぶつ す

た。その場所は青森県と岩手県にまたがっていて、捨てられた広さは両県合わせて約
ば し ょ あおもりけん いわてけん す ひろ りょうけん あ やく

２７ヘクタールです。

○家庭から出るごみ

（一 般 廃 棄 物）
いっぱんはいきぶつ

○工場などから出るごみ

（産 業 廃 棄 物）
さんぎょうはいきぶつ

○再利用でき

るものを

回しゅう

する

○ごみを 焼 きゃく
しょう

場で燃やす

○ 灰
はい

○うめ立てる

○あつ力をかけ

て小さくする

○くだく ○燃やす

○うめ立てる

○再利用できるものを

回しゅうする

不法投棄現場
ふほうとうきげんば
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■捨てられたごみの種類と量
す しゅるい りょう

青森県側には、約１１ヘクタールの広さの土地に、
あおもりけんがわ やく ひろ と ち

①プラスチックなどのごみを固めてつくるＲ Ｄ Ｆという燃料をまねてつくっ
かた アールディーエフ ねんりょう

たもの(Ｒ Ｄ Ｆ様物とよんでいます。)
アールディーエフようぶつ

②木の皮にごみを混ぜてつくった肥料のようなもの(堆肥様物とよんでいます。)
き かわ ま ひりょう た い ひようぶつ

③ごみを燃やしたあとの灰や燃え残り( 焼却灰 、燃え殻とよんでいます。)
も はい も のこ しょうきゃくばい も がら

④汚泥という泥のようなもの
お で い どろ

などが捨てられています。その量は約６７万立方メートルにもなります。
す りょう やく まんりっぽう

↑Ｒ Ｄ Ｆ様 物 ↑堆肥様 物 ↑ 焼却灰 、燃え殻
アールディーエフようぶつ たいひようぶつ しょうきゃくばい も がら

←ごみが埋まっている
う

ようす（ごみと土が
つち

重なって層になって
かさ そう

います。） →

青森県側の場所は、もともとは谷のような地形でしたが、ごみを埋めてはその上に土
あおもりけんがわ ば し ょ たに ち け い う うえ つち

をかぶせるということをくり返しているうちに、谷が平らになってしまいました。土
かえ たに たい つち

をかぶせたのは、ごみが捨てられていることを見つけられないようにするためでした。
す み

■ごみが埋まっていることによる心配
う しんぱい

これらのごみの中には、自然やわたしたちの生活に害があるものが含まれています。
なか し ぜ ん せいかつ がい ふく

そのようなごみが土の中に埋まっていると、雨水がしみ込んでごみにふれて汚れた水
つち なか う あまみず こ よご みず

になってしまいます。もしも、その汚れた水が沢をとおって川に入れば、川のまわり
よご みず さわ かわ はい かわ

に住んでいる人たちの健康に悪い 影響 が出る心配があります。それは、川の水を
す ひと けんこう わる えいきょう で しんぱい かわ みず

水道水のもととして使ったり、田んぼなどで農業用水として使っているからです。川
すいどうすい つか た のうぎょうようすい つか かわ

のまわりの自然にも悪い影響が出てしまう心配があります。
し ぜ ん わる えいきょう で しんぱい

■今の汚れの状 況
いま よご じょうきょう

水や空気や土の汚れ、騒音について、わたしたちの健康や環境を安全に保つため
みず く う き つち よご そうおん けんこう かんきょう あんぜん たも

に、守ることが望ましい目安を環境基準といいます。
まも のぞ め や す かんきょうきじゅん

青森県も岩手県も、この現場の中の水や空気の汚れがどのくらいになっているのか、
あおもりけん いわてけん げ ん ば なか みず く う き よご

ご み

ご み

ご み

ご み

ご み

土

土

土
土

土
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岩手県

それから、現場の周りの水や空気が汚れていないかどうかを調べています（これをモ
げ ん ば まわ みず く う き よご しら

ニタリングといいます。）。その結果、現場の中では環境基準を超える汚れがありま
け っ か げ ん ば なか かんきょうきじゅん こ よご

すが、現場の外側では環境基準を超える汚れは確認されていません。
げ ん ば そとがわ かんきょうきじゅん こ よご かくにん

■青森県が行うこと
あおもりけん おこな

青森県では、わたしたちの生活や自然に悪い影響が出ないようにすることが最も
あおもりけん せいかつ し ぜ ん わる えいきょう で もっと

大事なことだと考え、現場の外側に汚れがひろがらないようにしながら、ごみを全部運
だ い じ げ ん ば そとがわ よご ぜ ん ぶはこ

び出してかたづけることにしました。そのためには約４３４億円もの費用がかかり、
だ やく おくえん ひ よ う

県民や国民の税金があてられます。また、ごみの量がとても多いので、全部かたづ
けんみん こくみん ぜいきん りょう おお ぜ ん ぶ

けるには１０年ちかくの年月がかかります。
ねん ねんげつ

①現場の外側に汚れがひろがらないようにする対策
げ ん ば そとがわ よご たいさく

北

北 北

青森県 青森県

岩手県 岩手県

以前の不法投棄現場(平成12年10月24日撮影) 現在の不法投棄現場(平成17年4月25日撮影)
いぜん ふほうとうきげんば さつえい げんざい ふほうとうきげんば さつえい

浸出水処理施設
し ん し ゅ つ す い し ょ り し せ つ

廃棄物（ごみ）が捨て
られている現場から流れ
てくる汚れた水をきれい
にするための施設です。

廃棄物処理・選別
は い き ぶ つ し ょ り せ ん べ つ

ヤード

廃棄物（ごみ）を機械
を使って大きさで分けて、
トラックに積み込む場所
です。

遮 水 壁
し ゃ す い へ き

汚れた水が現場の外にひ
ろがることをふせぐために、
地中にセメントなどを使っ
たかべをつくっていきます。

洗 車 設 備
せ ん し ゃ せ つ び

廃棄物（ごみ）を運び出
すトラックなどの車体を洗
って、現場の外に汚れを出
さないようにするための施
設です。

青森県

表面遮水工
ひょうめんしゃすいこう

地中にしみこんだ雨水
が廃棄物（ごみ）にふれ
て、汚れた水となって流
れることをふせぐために、
雨水をさえぎるシートを
不法投棄現場全体にかぶ
せていきます。

浸出水貯留池
しんしゅつすいちょりゅういけ

現場から流れてくる汚
れた水を貯める場所です。
ここから浸出水処理施設
へ汚れた水を送ります。

雨水排水路
う す い は い す い ろ

現場に降った雨水を集め
て流す排水路です。

浸出水導水管
し んしゅ つす いどうす いかん

現場からしみ出す汚れ
た水を浸出水処理施設に
送るための管です。地中
に埋めています。

防災調整池
ぼうさいちょうせいいけ

不法投棄現場全体に雨水
をさえぎるシートをかぶせ
ることにより、雨水が急に
下へ流れてくるので、この
池に雨水を貯めて、下流へ
流す量を調整します。
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☆汚れた水はどうやって
よご みず

きれいにするのでしょうか？

ごみが捨てられた現場からしみ出す汚れた水は、
す げんば だ よご

現場の下にある浸出水処理施設に送られます。
げんば した しんしゅつすいしょりしせつ おく

浸出水処理施設では、水の中の汚れを集めて沈め
しんしゅつすいしょりしせつ みず なか よご あつ しず

たり、汚れの成分を微生物に食べさせたり、汚れた
よご せいぶん びせいぶつ た よご

水を特別な膜に通して汚れを取ったり、活性炭とい
みず とくべつ まく とお かっせいたん

う炭に汚れをくっつけて取ったりするなど、さまざ
すみ よご と

まな方法を使って水をきれいにしています。
ほうほう つか みず

②現場に埋まっているごみの処理について
げんば う しょり

現場に埋まっているごみは、処理しやすいように機械で大きさごとに振り分けたあ
げんば う しょり きかい おお ふ わ

と、ベルトコンベアでトラックに積み込みます。運び出しをするときは、ごみが飛ん
つ こ はこ だ と

だりこぼれたりしないように、荷台にピッタリとふたをすることができる特別なトラ
に だ い とくべつ

ックを使い、車体に付いた汚れを洗車設備できれいに洗ってから、ごみを処理する施設
つか しゃたい つ よご せんしゃせつび あら しょり しせつ

に向かいます。現在は青森市内にあるごみ処理施設と八戸市内にあるセメント工場
む げんざい あおもりしない し ょ り し せ つ はちのへしない こうじょう

へごみを運んでいます。
はこ

ごみを大きさごとに分ける機械 ごみの積み込み 洗 車 設 備
おお わ きかい つ こ せ ん し ゃ せ つび

ごみはとても高い温度で燃やすため、わたした
たか お ん ど も

ちの健康に害のあるものはなくなります。また、
けんこう がい

ごみを燃やしてできたものは、道路をつくるとき
も ど う ろ

の材料やセメントの材料として再利用されます。
ざいりょう ざいりょう さいりよう

ごみを運ぶトラックの例(この写真は
はこ れい しゃしん

荷台のふたを開いた 状態 です)
にだい ひら じょうたい

浸出水処理施設の建物
しんしゅつすいしょりしせつ たてもの

浸出水処理施設の内部
しんしゅつすいしょりしせつ ないぶ
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☆どうやってごみを再利用するのでしょうか？
さいりよう

ごみを燃やすと灰ができますが、その灰にとても高い熱を加えると灰が溶けて
も はい はい たか ねつ くわ はい と

ドロドロになります。それが冷えて固まったものをスラグといい、道路を舗装す
ひ かた ど う ろ ほ そ う

るときの材料に再利用したりします。
ざいりょう さいりよう

また、不法投棄現場のごみの中には、セメントをつくるときの材料になる
ふ ほ う と う き げ ん ば なか ざいりょう

石灰石や粘土に含まれているものと同じ成分が含まれているので、高熱を加える
せっかいせき ねんど ふく おな せいぶん ふく こうねつ くわ

ことによりセメントの材料として再利用できます。
ざいりょう さいりよう

■会社の責任と青森県の責任
かいしゃ せきにん あおもりけん せきにん

汚れがまわりにひろがらないようにすることや、ごみをかたづけたりすることは、
よご

本当は、きまりを守らずにごみを運んだり捨てたりした会社がしなければならないこ
ほんとう まも はこ す かいしゃ

とですが、その会社がなくなってしまったりしてできないため、青森県がかわりに行
かいしゃ あおもりけん おこな

うことになりました。（一部の費用は、会社から青森県が回収しました。）
い ち ぶ ひ よ う かいしゃ あおもりけん かいしゅう

ごみを出した会社や工場にも責任があります。会社や工場がごみを出すときは、
だ かいしゃ こうじょう せきにん かいしゃ こうじょう だ

ごみを運ぶ許可や、ごみを処分する許可を受けた会社にお願いしなければならないな
き ょ か しょぶん き ょ か う かいしゃ

どのきまりがあります。

青森県は、ごみを出した会社が、このきまりを守っていたかどうかを書類で調べた
あおもりけん だ かいしゃ まも しょるい しら

り、会社から話を聞いたりして、きまりを守っていなかったことがはっきりしたと
かいしゃ はなし き まも

きは、出した分のごみをかたづけてもらっています。
だ ぶん

たくさんのごみを捨てられてしまったことについては、青森県にも責任があります。
す あおもりけん せきにん

それは、ごみを捨てた会社に対する態度や調べ方が甘かったこと、警察との 協力 が
す かいしゃ たい た い ど しら がた あま けいさつ きょうりょく

不十分だったこと、県庁の中での 協力 が不十分だったことなどです。このため、
ふじゅうぶん けんちょう なか きょうりょく ふじゅうぶん

この会社がごみを捨てていたころの県の職員が厳しく注意されました。
かいしゃ す けん しょくいん きび ちゅうい

■不法投棄がまた起きないようにするために
ふ ほ う と う き お

青森県は、たくさんのごみを捨てられてしまったことを反省し、こうしたことがま
あおもりけん はんせい

た起きないように、次のようにしました。
お つぎ

・ごみのしまつに関係する会社を厳しくきちんと調べ、きまりを守っていない会社
かんけい かいしゃ きび しら まも かいしゃ

を罰する。
ばっ

・ごみのしまつに関わることを担当する職 員が、日ごろから気をつけて仕事をする。
かか たんとう しょくいん ひ き し ご と

・県庁の中や警察とよく 協力 する。
けんちょう なか けいさつ きょうりょく

・県や市町村、ごみのしまつを行う会社やそれに関係する団体が 協力 してごみの
けん しちょうそん おこな かいしゃ かんけい だんたい きょうりょく

不法投棄を防ぐ組織（不法投棄撲滅青森県民会議といいます。）をつくる。
ふ ほ う と う き そ し き ふ ほ う と う きぼくめつあおもりけんみんか い ぎ
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■みなさんも考えてみてください。
かんが

・みなさんが生活する中で、出すごみを少なくするにはどうしたらよいでしょうか。
せいかつ だ すく

・ごみは、きちんと分別すれば、トイレットペーパーや服の材料などに再び利用で
ぶんべつ ふく ざいりょう ふたた りよう

きます。ほかに、ふだんの生活の中で、どのようなものが再利用されているのでし
せいかつ さいりよう

ょうか。

・みなさんが生活する中で、水を汚さないためにはどうしたらよいでしょうか。
せいかつ なか みず よご

・エネルギーを節約するには、どのようなことに気をつけたらよいでしょうか。
せつやく き

・ごみの不法投棄をなくするには、どうしたらよいでしょうか。
ふ ほ う と う き

・ごみを運び出してかたづけたあとの現場をどのようにしたらよいでしょうか。
はこ だ げ ん ば

☆１年前の不法投棄現場☆
ねんまえ ふほうとうきげんば

下の写真は、約１年前に不法投棄現場の見学をしたときの写真です。１年でとて
した しゃしん やく ねんまえ ふほうとうきげんば けんがく しゃしん ねん

も現場の様子が変わりましたが、今のどの場所なのかわかりますか？
げんば ようす か いま ばしょ

① 中央池付近 ②簡易浄化施設（今はありません）
ちゅうおういけふきん かんいじょうかしせつ いま

③洗車設備付近（工事中） ④浸出水処理施設（工事中）の方向を見て
せんしゃせつびふきん こうじちゅう しんしゅつすいしょりしせつ こうじちゅう ほうこう み


